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Q1.研究テーマと目的は？
A1. 脳波から運動や言語を読み取る

　アー、イーなど声に出さずに思った
だけで、頭皮から脳波を読み取って音
声に変換することに成功しました。運
動、感情、言語などさまざまな角度か
ら、脳波を通じて脳の中を見る研究を
しています。脳波の計測に基づいてロ
ボットなどを操作する技術はブレイ
ン・マシン・インターフェースと呼ば
れ、近年開発が進んでいます。
　脳波から得られる情報には限界が
あり、細かい情報の読み取りは無理だ
ろうと当初言われました。しかし、脳
を傷付けない低侵襲な計測法には価値
があり、まだできることがあると思っ
たのです。四肢に障害がある人を対象
とした研究が中心ですが、技術をより
広く応用すれば、加齢や精神疾患で生
じる不具合を未然に見つけられるよ

うになると
期待してい
ます。将来
は体温を計
るように脳
波で体調を
把握できる
かもしれま
せん。

Q2.研究者を目指す人へのメッセージ
A2.何度でもやり直せるから焦らず

　最近、研究室へ見学に来る学生さん
は明確な目標のある人が多くて感心
します。その一方で、いろいろな可能
性があってやり直しは何度でもでき
るので、まだ目標のない人も焦らずに
若いうちは視野を狭め過ぎないでほ
しいと思います。
　初めから研究者を目指していたわ
けではありません。高校で数学が楽し
くなり理系を選んだものの、就職を考
えて大学では応用化学を学びました。
　企業で技術開発に10年ほど従事し
た後、ゲノム解読など生命科学の進歩
をニュースで知り、脳神経の解明に興
味を持ったのです。異なる分野に飛び
込むことに迷いましたが、「やってみ
たら」という夫の言葉に背中を押され
ました。　
　東京医科歯科大学の修士課程で脳
神経変性疾患を調べる分子生物学的
アプローチを、さらに電気通信大学の
博士課程では脳波の情報解析を一か
ら学び、プログラミングも初めてでし
た。同期は10歳年下。回り道で出遅れ
たので苦労もしましたが、脳の中が少
しずつでも見えることがとにかく楽
しくて。

Q3.仕事と息抜きのバランスは？
A3.休日は娘と一緒に空手を

　かつては共同研究で2カ月おきに欧
州へ行っていました。筋萎縮性側索硬
化症（ALS）で筋力が衰え、発話もでき
なくなった患者さんが意思を伝えら
れるシステムを開発するためです。実
験でイタリアの患者さん宅に滞在し
た時には、ご家族や近所のご親戚に温
かく迎えてもらいました。皆さん話し
好きで、ご馳走になったパスタは絶
品。開発がうまくいかない時も、実現
したいという思いはあの温かさに支
えられています。
　コロナ禍で在宅が増えましたが忙し
さは変わりません。仕事を忘れ娘と過
ごす時間を確保しようと、2年前から
親子で空手を習い始めました。形の順
番を子供は体で覚えるのに、大人の私
は考え込んでしまい悪戦苦闘。子供と
大人、初心者と熟達者の違いに興味が
湧き、道場の先生の協力を得て認知と
運動の関係を調査することになりまし
た。息抜き
のはずが、
また思わ
ぬ方向に
進んでい
ます。
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